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1998年 6 月  ver.1.11 Data Sheet

特長

A-DS-M7000A-01.11/J

MAX 7000A
プログラマブル・ロジック・

�デバイス・ファミリ

■ ミケランジェロという開発コード名で呼ばれていた新製品
■ 第二世代のMAX®（Multiple Array MatriX）アーキテクチャをベー
スにしたCMOS EEPROMプロセスによる高性能プログラマブル・ロ
ジック・デバイス（PLD）ファミリ（表１を参照）

■ 業界標準のJTAG（Joint Test Action Group）インタフェースを使用
した3.3Vのイン・システム・プログラマビリティ（ISP）を最先端の
ピン・ロック機能と共にサポート

■ IEEE Std. 1149.1-1990に準拠したJTAGバウンダリ・スキャン・テ
スト（BST）回路を内蔵

■ さらに強化されたISP機能
－ ISPアルゴリズムの改良により高速プログラミングを実現

（EPM7128AとEPM7256Aを除く）
－ 完全なプログラミングを確認できるISP_DONEビット

（EPM7128AとEPM7256Aを除く）
－ イン・システム・プログラミング中のI/Oピンにプルアップ抵抗を提供

■ 5.0V動作の業界標準PLD、MAX 7000Sデバイスとピン互換
■ 600から10,000ユーザブル・ゲートの高集積PLD
■ 最大5nsのピン間遅延、最高178.6MHzのカウンタ周波数の高速性能
■ MultiVoltTM I/Oインタフェースにより、デバイスのコア部分を3.3Vで
動作させながら、I/Oピンを5.0V、3.3Vまたは2.5Vのロジック・レベ
ルとインタフェースすることが可能

■ 薄型クワッド・フラット・パック（TQFP）、プラスチック・クワッ
ド・フラット・パック（PQFP）、実装面積を削減するFineLine
BGATM、プラスチック・Jリード・チップ・キャリア（PLCC）を含む
44ピンから256ピンまでの豊富なパッケージ・オプションを提供

暫定仕様
(Preliminary
 Information)

機　能 EPM7032AE EPM7064AE EPM7128A EPM7256A EPM7384AE EPM7512AE

ユーザブル・ゲート数 600 1,250 2,500 5,000 7,500 10,000

マクロセル数 32 64 128 256 384 512

ロジック・アレイ・ブロック数 2 4 8 16 24 32

最大ユーザ I/Oピン数 36 68 100 164 212 212

tPD (ns) 5 5 6 7.5 7.5 7.5

tSU (ns) 3.6 3.6 4 4.9 4.9 4.9

tFSU (ns) 2.5 2.5 2.5 2.5 3 3

tCO1 (ns) 3 3 3.5 4.5 4.5 4.5

fCNT (MHz) 178.6 178.6 147.1 119.0 119.0 119.0

　表１　MAX 7000Aデバイスの特長

®

Includes
MAX 7000AE



Page 2 Altera Corporation

MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet Preliminary Information

さらに多くの
特長…

概要

■ 連続した配線構造となっているプログラマブル・インタコネクト・アレ
イ（PIA）により、高速で予測可能な性能を実現

■ PCI（Peripheral Component Interconnect）仕様に準拠
■ プログラマブルなスルー・レート・コントロールを含むバス・フレンド

リなアーキテクチャ
■ オープン・ドレイン出力オプション
■ クリア、プリセット、クロック、クロック・イネーブルを個別に設定で

きるプログラマブルなマクロセル・フリップフロップ
■ 各マクロセルの消費電力を50%以上も低減できるプログラマブルなパ

ワー・セーブ・モード
■ 各マクロセルで最大32本までのプロダクト・タームの使用を可能にす

るプログラマブルなエクスパンダ・プロダクト・ターム
■ デザインのプロテクトを可能にするプログラマブルなセキュリティ・ビット
■ さらに機能が強化されたアーキテクチャ

－ ピンまたは内部ロジックからのドライブ可能な６本または10本の
出力イネーブル信号

－ 極性反転が可能な２本のグローバル・クロック信号
－ 内部接続用のリソースの強化により、配線がさらに容易
－ I/Oピンからマクロセル・レジスタへの専用パスにより、高速の入
力セットアップ・タイムを実現

－ プログラマブルな出力のスルー・レート・コントロール機能
■ 486およびペンティアム・ベースのPC、Sun SPARCstation、HP

9000 シリーズ700/800、IBM RISC System/6000の各ワークステー
ション上で動作するアルテラのMAX+PLUS® II によるソフトウェア・
デザイン・サポートと自動配置配線機能

■ EDIF２００および３００のネットリスト・ファイル、LPM（Library
of Parameterized Modules）、Verilog HDL、VHDLなどとのイン
タフェースにより、デザインの入力とシミュレーションにはケイデン
ス、エグゼンプラ・ロジック、メンター・グラフィックス、OrCAD、
シノプシス、シンプリシティ、ベリベストなどの各ベンダから供給され
ている業界標準のEDAツールが使用可能

■ アルテラのマスタ・プログラミング・ユニット（MPU）とBitBlasterTMシリ
アル・ダウンロード・ケーブル、ByteBlasterTMおよびByteBlasterMVTM

パラレル・ポート・ダウンロード・ケーブル、サード・ベンダのハードウェ
ア、JamTMまたはシリアル・ベクタ・フォーマット・ファイル（.svf）対応
のICT（イン・サーキット・テスタ）によるプログラミング・サポート

MAX 7000Aファミリ（MAX 7000AEを含む）はアルテラが開発した第
二世代のMAXアーキテクチャをベースにした高集積で高性能なプログラマ
ブル・ロジック・デバイスです。MAX 7000Aファミリは先端のCMOS
EEPROM テクノロジによって製造されており、3.3Vの電源電圧動作、
600から10,000ユーザブル・ゲートの集積度、ISP機能、最大５nsのピン
間遅延と最高178.6MHzのカウンタ・スピードを提供します。MAX
7000Aデバイスの-5、-6、-７および-10のスピード・グレードの製品は
PCI-SIG（Peripheral Component Interconnect Special Interest
Group）のPCI ローカル・バス標準規格、Revision-2.1に準拠していま
す。各デバイスごとに提供されているスピード・グレードについては、表
２を参照してください。



Altera Corporation Page 3

Preliminary Information MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet

デバイス名
-5 -6 -7 -10 -12 -15

EPM7032AE √√√√√ √√√√√ √√√√√

EPM7064AE √√√√√ √√√√√ √√√√√

EPM7128A √√√√√ √√√√√ √√√√√ √√√√√

EPM7256A √√√√√ √√√√√ √√√√√

EPM7384AE √√√√√ √√√√√ √√√√√

EPM7512AE √√√√√ √√√√√ √√√√√

　表２　MAX 7000Aファミリのスピード・グレード　注(1)

注：
(1) これらは暫定仕様です。

MAX 7000AのアーキテクチャはすべてのTTL回路を100％エミュレート
することができ、SSI、MSI、およびLSIの論理機能の高集積化が可能で
す。 また、複数のPAL、GAL、22V10からMACH、pLSI、FPGA(Field
Programmable Gate Array)に至るプログラマブル・ロジックをMAX
7000Aに容易に集積化することができます。ゲートアレイに匹敵するス
ピード、集積度、I/Oリソースを提供するMAX 7000Aデバイスは、ゲート
アレイの試作にも理想的です。MAX 7000Aファミリのデバイスには豊富
なパッケージ・オプションが用意されており、PLCC、FineLine BGA、
PQFP、TQFPを含む多様なパッケージで供給されています。各デバイスご
とに供給されるパッケージの種類については表３を参照してください。

　表３　MAX 7000Aデバイスのパッケージ・オプションと最大ユーザ I/Oピン数　注(1)、(2)

注：
(1) 各パッケージの最新の供給状況については、日本アルテラまたは販売代理店にお問い合わせください。
(2) IEEE Std. 1149.1のJTAGインタフェースがバウンダリ・スキャン・テストまたはイン・システム・プログラミングに使用される場合

は、４本のI/OピンがJTAG専用ピンになります。

EPM7032AE 36 36

EPM7064AE 36 36 68 68 68

EPM7128A 68 84 84 100 100

EPM7256A 84 84 120 164 164

EPM7384AE 120 176 212

EPM7512AE 120 176 212

44-Pin 44-Pin 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin
デバイス名 PLCC TQFP PLCC TQFP FineLine TQFP PQFP FineLine

BGA BGA

スピード・グレード
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MAX 7000Aファミリの各デバイスは、論理機能の実現にCMOSのEEPROM
セルを使用しています。ユーザ・プログラマブルなMAX 7000Aのアーキテク
チャは、独立した組み合わせ回路と順序回路の機能を幅広く実現することがで
きます。MAX 7000Aデバイスでは、デザインの開発とデバッグ・サイクルに
おける設計変更とリプログラミングを迅速にかつ効率的に繰り返して行うこと
ができ、100回までのプログラム－イレーズ（消去）サイクルが可能です。

MAX 7000Aデバイスは32個から512個のマクロセルを内蔵しており、各マ
クロセルは16個単位でロジック・アレイ・ブロック（LAB）と呼ばれる１つ
のグループにまとめられています。各マクロセルはプログラマブルなANDと固
定のORで構成されるアレイとプログラマブルなレジスタを持っており、この
レジスタのクロック、クロック・イネーブル、クリア、プリセットの機能はマ
クロセルごとに個別に設定することができます。また、複雑な論理機能を構成
する場合には、各マクロセルがシェアラブル・エクスパンダと高速のパラレ
ル・エクスパンダによる追加のプロダクト・タームを使用することができ、マ
クロセル当たり最大32本までのプロダクト・タームが提供されます。

MAX 7000Aデバイスはプログラマブルなスピードとパワーの最適化機能
を持っており、スピードのクリティカルな部分をハイ・スピード／フル・
パワーのモードで動作させながら、残りの部分を低速のロー・パワー・
モードで動作させることができます。このスピードとパワーの関係を最適
化する特長を利用することによって、ロー・パワー・モードが選択された
１個または複数のマクロセルには一定の追加タイミング遅延が発生します
が、これらのマクロセルを高速モードの50%またはそれ以下の消費電力で
動作させることができます。さらにMAX 7000Aデバイスには出力バッ
ファのスルー・レートを低下させることができるオプションが提供されて
おり、スピードがクリティカルでない信号のスイッチング・スピードを低
下させて、発生するノイズを最小に抑えることができます。すべてのMAX
7000Aデバイスの出力ドライバは3.3Vまたは2.5Vのいずれかの電圧で動
作するように設定可能であり、またすべての入力ピンは5.0Vのロジック・
レベルとインタフェースできるようになっているため、MAX7000Aデバイ
スを複数の電源電圧を持ったシステムに使用することができます。

MAX 7000Aデバイスの設計は、VHDL、Verilog HDL、アルテラ・ハー
ドウェア記述言語（AHDL）を含むテキストおよび波形の各デザイン入
力、コンパイル、論理合成、シミュレーション、タイミング解析、そして
デバイス・プログラミングの各機能を１パッケージに統合したアルテラの
MAX+PLUS II 開発システムによってサポートされています。また、
MAX+PLUS II はEDIF２００および３００、LPM、VHDL、Verilog
HDLなどのネットリスト・インタフェースを提供しており、デザインの入
力とシミュレーションには他のベンダから供給されるPCまたはUNIXワー
クステーション・ベースの業界標準EDAツールも使用できます。
MAX+PLUS II は486またはペンティアム・ベースのPC、およびSun
SPARCstation、HP 9000 シリーズ700/800、IBM RISC System/6000
の各ワークステーション上で動作します。

MAX+PLUS II の詳細については、1998年版データブックにも掲載されて
いる「MAX+PLUS II Programmable Logic Development System &
Software 」のデータシート（日本語版有り）を参照してください。
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MAX 7000Aのアーキテクチャは次のエレメントによって構成されています。

■ ロジック・アレイ・ブロック（LAB）
■ マクロセル
■ エクスパンダ・プロダクト・ターム（シェアラブル、およびパラレル）
■ プログラマブル・インタコネクト・アレイ
■ I/Oコントロール・ブロック

MAX 7000Aのアーキテクチャには４本の専用入力ピンが提供されてお
り、これらの専用入力を汎用の入力信号、各マクロセルまたはI/Oピンに対
する高速でグローバルなコントロール信号（クロック、クリア、および２本
の出力イネーブル）として使用することができます。図１はMAX 7000A
デバイスのアーキテクチャを示したものです。

機能説明

図１　MAX 7000Aデバイスのアーキテクチャ

注：
(1) EPM7032AE、EPM7064AE、EPM7128A、EPM7256Aの各デバイスは６本の出力イネーブルを持っており、EPM7384AEと

EPM7512AEは10本の出力イネーブルを持っています。

6本または10本の出力イネーブル  注(1) 6本または10本の出力イネーブル  注(1)

6

6

INPUT/GCLRn

16

36 36

16

I/O
Control
Block

LAB C LAB D

I/O
Control
Block

6

16

36 36

16

I/O
Control
Block

LAB A

Macrocells
1 to 16

LAB B

I/O
Control
Block

6

PIA

INPUT/GCLK1
INPUT/OE2/GCLK2

INPUT/OE1

3 to 16 I/O

3 to 16 I/O

3 to 16 I/O

3 to 16 I/O
3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 16

3 to 163 to 16

3 to 163 to 16

Macrocells
17 to 32

Macrocells
33 to 48

Macrocells
49 to 64



Page 6 Altera Corporation

MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet Preliminary Information

VCC
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ロジック・アレイ・ブロック

MAX 7000Aのアーキテクチャは、ロジック・アレイ・ブロック（LAB）
と呼ばれる高性能で柔軟性に富んだ小さなロジック・アレイのモジュール
を相互に接続するというコンセプトに基づいて構成されています。図１に
示されているように、LABは16個のマクロセルによって構成されており、
プログラマブル・インタコネクト・アレイ（PIA）と呼ばれるグローバルな
バスを通じて相互に接続されます。このPIAにはすべての入力専用ピン、I/O
ピン、マクロセルが接続されています。

各LABには次の信号が接続されます。

■ 汎用のロジック入力として使用されるPIAからの36本の信号
■ レジスタのコントロールに使用されるグローバルなコントロール信号
■ 各レジスタに高速のセットアップ・タイムを提供することができるI/O

ピンからレジスタへのダイレクト・パスを通じて入力される信号

マクロセル

MAX 7000Aのマクロセルは組み合わせ回路、またはシーケンシャルな回
路の動作を行うように個別に設定することができます。マクロセルはロジッ
ク・アレイ、プロダクト・ターム・セレクト・マトリックス、およびプログ
ラマブル・レジスタの３つの機能ブロックで構成されています。図２は
MAX 7000Aのマクロセルの構造を示したものです。

図２　MAX 7000Aデバイスのマクロセル
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組み合わせ論理はロジック・アレイで実現され、ロジック・アレイから各マ
クロセルに５本のプロダクト・タームが割り当てられています。プロダク
ト・ターム・セレクト・マトリックスによって、これらのプロダクト・ター
ムはORゲートおよびXORゲートに対する入力、またはマクロセル内のレジ
スタに対するプリセット、クロック、クロック・イネーブルの入力信号とし
て使用されます。

MAX 7000Aのアーキテクチャには、マクロセルのロジック・リソースを強化
する下記の２種類のエクスパンダ・プロダクト・タームが提供されています。

■ プロダクト・タームの極性を反転させ、ロジック・アレイにフィード
バックさせることができる「シェアラブル・エクスパンダ」

■ 隣接したマクロセルから追加のプロダクト・タームとして借りることが
できる「パラレル・エクスパンダ」

MAX+PLUS IIは、各デザインで要求されるロジックに応じて自動的にプ
ロダクト・タームの分配を最適化します。

レジスタ付きのロジックを実現する場合は、各マクロセルのフリップフロッ
プがクロック・コントロール機能を持ったD、T、JK、SRのタイプの動作
を行うように個別にプログラムすることができます。また、組み合わせ回路
を構成する場合は、必要に応じてフリップフロップをバイパスすることも可
能です。ユーザはデザインの入力時にフリップフロップのタイプを指定する
こともできます。MAX+PLUS IIは各レジスタ・ファンクションに対して
もっとも効率的なフリップフロップのタイプを選択し、リソースの使用効率
を最適化します。

各プログラマブル・レジスタには、次の３種類のクロック・モードが提供さ
れています。

■ 専用のグローバル・クロック・ピンからの信号をレジスタのクロックと
するモード。このモードでは、最も高速な「Clock-to-Output」時間
が実現されます。

■ グローバル・クロック・ピンからの信号をアクティブHighのクロッ
ク・イネーブル信号によってイネーブルし、レジスタのクロックとして
与えるモード。このモードでは、グローバル・クロックによる
「Clock-to-Output」時間が最も高速となる特長を生かしながら、各
フリップフロップを個別にイネーブルにすることができます。

■ プロダクト・タームで生成された信号をレジスタのアレイ・クロックと
するモード。このモードでは、I/Oピンまたはマクロセルからの信号
ソースをフリップフロップのクロックとして使用します。

MAX 7000Aデバイスには２本のグローバル・クロック信号が提供されて
おり、図１で示されているようにGCLK1またはGCLK2のグローバル・ク
ロック・ピンからのいずれかの信号を非反転、または反転させた極性で使用
することができます。

各レジスタには非同期のプリセットとクリアが使用できます。図２に示した
ように、これらの動作に必要なプロダクト・タームは、プロダクト・ター
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ム・セレクト・マトリックスによって各レジスタに割り当てられます。レ
ジスタはアクティブHighの入力でプリセットまたはクリアされますが、デ
バイス内部のアレイで信号を反転させることによって、アクティブLowの信
号でレジスタをプリセットまたはクリアすることもできます。さらに、各レ
ジスタのクリア機能は、アクティブLowで動作するグローバル・クリア・ピ
ン（GCLRn）からの信号を使用して個別に設定することができます。

すべてのMAX 7000Aデバイスには、各マクロセル・レジスタに対応したI/O
ピンから高速レジスタ入力パスが提供されています。この専用パスを使用
することによって、I/Oピンからの信号をPIAや組み合わせ回路をバイパス
させてダイレクトにフリップフロップに入力することが可能になり、Dタイ
プのフリップフロップが非常に高速なセットアップ・タイム（最高速バー
ジョンで2.5ns）で動作させることができます。

エクスパンダ・プロダクト・ターム

ほとんどの論理機能は各マクロセルに提供されている５本のプロダクト・
タームによって実現できますが、さらに複雑なロジックの構成には追加の
プロダクト・タームが必要になります。このような場合、MAX 7000Aの
アーキテクチャでは必要となるロジックのリソースを他のマクロセルから
供給する替わりに、同一LAB内のあらゆるマクロセルに対して追加のプロ
ダクト・タームとなる「シェアラブル・エクスパンダ」と「パラレル・エ
クスパンダ」が提供されています。これらのエクスパンダを使用すること
によって、最も高速で動作するロジックを最小のリソースで構成すること
ができます。

シェアラブル・エクスパンダ

各LABは最大16本までのシェアラブル・エクスパンダを持っており、これ
らは特定のマクロセルに直接接続されていないプロダクト・ターム（各マ
クロセルから１本ずつ）をプールしたような形となっています。このプロ
ダクト・タームの出力は反転されて内部にフィードバックされています。
複雑なロジックを実現する場合、シェアラブル・エクスパンダは同一LAB
内の任意のマクロセル、あるいはすべてのマクロセルで共有して使用する
ことができます。シェアラブル・エクスパンダが使用された場合、tSEXPに
相当する小さな追加タイミング遅延が発生します。図３はシェアラブル・
エクスパンダが複数のマクロセルに接続できることを示したものです。
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パラレル・エクスパンダ

パラレル・エクスパンダは各マクロセルで使用されないプロダクト・ター
ムで、高速で複雑な論理機能を実現する場合に隣接したマクロセルで使用
することができます。各マクロセルには５本のプロダクト・タームがあ
り、さらに15本のパラレル・エクスパンダをLAB内の隣接したマクロセル
から供給することができます。このため、１個のマクロセルのORゲートに
は最大20本までのプロダクト・タームを入力することができます。

MAX+PLUS II のコンパイラは、５本のパラレル・エクスパンダを１セッ
トとして最大３セットまでを必要なマクロセルに追加のプロダクト・ターム
として自動的に分配することができます。この５本で１セットのエクスパン
ダが使用されるごとに、小さな追加タイミング遅延（tPEXP）が発生しま
す。１個のマクロセルが14本のプロダクト・タームを必要とする場合に
は、コンパイラがマクロセル内の５本の専用プロダクト・タームと２セット
のパラレル・エクスパンダを使用し、最初の１セット目のパラレル・エクス
パンダから５本のプロダクト・タームと２セット目のパラレル・エクスパン
ダから４本のプロダクト・タームを割り当て、合計14本のプロダクト・
タームが割り当てられます。このような場合には、tPEXPの２倍の追加遅延
が発生します。

図３　MAX 7000Aのシェアラブル・エクスパンダ

シェアラブル・エクスパンダは同一LABの任意のマクロセルまたはすべてのマ
クロセルで共有が可能。

PIAからの36本の
信号

16本のシェアド・
エクスパンダ

マクロセル・
プロダクト・
ターム・
ロジック

プロダクト・ターム・
セレクト・マトリックス

マクロセル・
プロダクト・
ターム・
ロジック
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LAB内の８個のマクロセルを１つのグループとして、その２つのグループ
（マクロセル-１からマクロセル-８までと、マクロセル-９からマクロセ
ル-16までの２グループ）がパラレル・エクスパンダの貸し借りをするため
の２つのチェインを構成します。１個のマクロセルは下位の番号のマクロ
セルからパラレル・エクスパンダを借りることができます。例えば、マク
ロセル-８はマクロセル-７から、またはマクロセル-７と-６から、あるい
はマクロセル-７、-６、-５からパラレル・エクスパンダを借りることがで
きます。８個のマクロセルで構成されるグループ内では、最も番号の小さ
いマクロセルはパラレル・エクスパンダを貸すだけで、最も番号の大きな
マクロセルはパラレル・エクスパンダを借りるだけとなります。図４は隣
接したマクロセル間でパラレル・エクスパンダが貸し借りされる様子を示
したものです。

図４　MAX 7000Aのパラレル・エクスパンダ

使用されていないプロダクト・タームを隣接したマクロセルに割り当てることが可能。

次のマクロセルへ

PIAからの36本
の信号

16本のシェアド・
エクスパンダ

上のマクロセルから

マクロセル・
プロダクト・
ターム・
ロジック

マクロセル・
プロダクト・
ターム・
ロジック

Preset

Clock
Clear

Preset

Clock

Clear

プロダクト・
ターム・
セレクト・
マトリックス

プロダクト・
ターム・
セレクト・
マトリックス
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プログラマブル・インタコネクト・アレイ

LAB間の接続はプログラマブル・インタコネクト・アレイ（PIA）によっ
て行われます。このグローバルなバスは、デバイス内のあらゆる信号ソース
を任意のディスティネーションに接続することができます。MAX 7000A
のすべての専用入力、I/Oピン、マクロセルはPIAに接続されており、PIA
はデバイス全体にわたる配線が行えます。ここで、各LABの必要とする信
号のみがPIAからLABに実際に接続されます。図５はPIAからの信号が
LABに接続される様子を示したものです。ここで、EEPROMのセルが２入
力ANDゲートの一方の入力をコントロールしており、PIAからLABに接続さ
れる信号が選択されます。

図５　MAX 7000AのPIAによる配線

PIA信号

チャネル構造の配線形式となっているマスクド・ゲート・アレイやフィール
ド・プログラマブル・ゲート・アレイ（FPGA）では一定しない配線遅延が
累積されるため、トータルな配線遅延は実際に配線されるパスに依存するこ
とになります。これに対して、MAX 7000AのPIAの配線遅延は一定で
す。このため、PIAによってデザインの性能が簡単に予測できるようになり
ます。

I/Oコントロール・ブロック

I/Oコントロール・ブロックでは、各I/Oピンを入力または出力、あるいは双
方向のピンに個別に設定できるようになっています。すべてのI/Oピンはト
ライ・ステート・バッファを持っています。このトライ・ステート・バッ
ファのコントロール信号にはグローバルな出力イネーブル信号のうちのいず
れか１本を使用することができ、コントロール信号をGNDまたはVCCに直
接接続することも可能です。図６はMAX 7000AデバイスのI/Oコントロー
ル・ブロックを示したものです。 MAX 7000AデバイスのI/Oコントロー
ル・ブロックには計６本または10本のグローバル出力イネーブル信号が提
供されており、２本の出力イネーブル信号からの非反転または反転信号、他
のI/Oピンからの信号、またはI/Oピンとマクロセルの組み合わせ信号によっ
てドライブされるようになっています。

LABへ
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トライ・ステート・バッファ・コントロールがGNDに接続された場合、出力
バッファは常にトライ・ステート（ハイ・インピーダンス）となり、そのI/O
ピンは入力専用ピンとなります。また、このトライ・ステート・バッファ・コ
ントロールがVCCに接続された場合には、出力が常時イネーブルとなります。

MAX 7000Aのアーキテクチャでは、マクロセルからのフィードバックとI/
Oピンからのフィードバックとが分離されているデュアルI/Oフィードバッ
ク構造が採用されています。このため、I/Oピンが入力に設定された場合で
も、対応するマクロセルを内部の埋め込みロジックとして使用できます。

MAX 7000Aデバイスは業界標準であるJTAG（Joint Test Action
Group）インタフェース（IEEE Std. 1149.1-1990）の４本のピンを使用
したイン・システム・プログラマビリティ（ISP）をサポートしています。
ISPの機能を使用することによって、開発およびデバッグ段階での設計変更
とプログラムを迅速にまた効率的に繰り返し行うことができます。MAX

図６　MAX 7000AデバイスのI/Oコントロール・ブロック

PIAへ

イン・システ
ム・プログラマ
ビリティ（ISP）

PIA

VCC

GND

６本または10本のグローバル出力イ
ネーブル信号　注(1)

OEのセレクト・マルチプレクサ

他のI/Oピンへ

オープン・ドレイン出力
スルー・レート・コントロール

マクロセルから

マクロセル・レジス
タに対する高速入力

注：
(1) EPM7032AE、EPM7064AE、EPM7128A、EPM7256Aの各デバイスは６本の出力イネーブルを持っており、

EPM7384AE、EPM7512AEは10本の出力イネーブルを持っています。
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7000AデバイスのアーキテクチャではEEPROMセルのプログラムに必要な
高電圧がデバイス内部で生成されるようになっており、3.3Vのみの電源で
デバイスをプログラムすることができます。ISPが実行されるとき、ボード
上で信号間のコンフリクトが発生しないようにするため、各I/Oピンはトラ
イ・ステートとなり、内部で弱くプルアップされます。

MAX7000AEデバイスには高速のプログラミングを可能にする改良された
ISPアルゴリズムが採用されています。また、これらのデバイスには
ISP_Doneのビットが提供されており、イン・システム・プログラミング中
に割り込みが発生した場合でも、安全な動作が確保されます。この
ISP_Doneは最後にプログラムされるビットとなっており、すべてのI/Oピ
ンはこのビットがプログラムされるまでドライブされることはありません。
この機能はEPM7032AE、EPM7064AE、EPM7384AE、EPM7512AE
の各デバイスに提供されています。

ISPの機能を活用することによって、デバイスをプログラムする前にボード上
に自動機で実装することができるため、製造工程の簡略化が実現できます。
MAX 7000Aデバイスのプログラムは、ICT（イン・サーキット・テス
タ）、エンベデッド・プロセッサ、アルテラのBitBlasterシリアル・ダウン
ロード・ケーブル、またはByteBlasterおよびByteBlasterMVパラレル・
ポート・ダウンロード・ケーブルからデータをダウンロードすることによって
行うことができます。デバイスをボード上に実装した後でプログラミングする
ことで、デバイスのハンドリングによるピン数の多いパッケージ（例えば、
QFPパッケージ）のリードを損傷する危険性が解消されます。MAX 7000A
デバイスはシステムの出荷後でも再プログラムすることができるため、ソフト
ウェアまたはモデムを通じて新しいプログラミング・データを送信してシステ
ムのアップグレードをフィールドで行うこともできます。

イン・システム・プログラミングは、固定またはアダプティブなアルゴリズ
ムのいずれかを使用して行うことができます。アダプティブなアルゴリズム
では、デバイスから情報を読み取り、そのデバイスをもっとも短時間でプロ
グラミングできるプログラミング・ステップが適用されます。イン・サー
キット・テスタによっては、このアダプティブなアルゴリズムをサポートす
ることができない機種があるため、アルテラは固定のアルゴリズムでテスト
されたデバイスを提供しています。この固定のアルゴリズムでテストされた
デバイスのオーダ・コードの末尾には "F" のサフィックスが付き、デバイ
スの右下のコーナにこの "F" のコードが捺印されています。

すべてのMAX 7000Aデバイスは、486またはペンティアム・ベースのPCとア
ルテラのロジック・プログラマ・カード、MPU、および対応するデバイス・
アダプタを使ってプログラムすることもできます。MPUはデバイスとアダプ
タ間の電気的な接触を確保するためのコンティニュイティ・テストを実行しま
す。さらに詳しい情報については、1998年版データブックに掲載されている
「Altera Programming Hardware」のデータシートを参照してください。

MAX+PLUS IIでは、テキストまたは波形エディタを使ってテスト・ベク
タを生成することができ、プログラムされたデバイスを生成されたテキスト
または波形フォーマットのベクタでテストすることができます。さらに、デ

外部ハード
ウェアによる
プログラミン
グ
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ザインを検証する方法として、MAX 7000Aデバイスのファンクション動
作とシミュレーション結果との比較を行う方法も提供されています。

Data I/O、BP Microsystems、および他のプログラマ・メーカもアルテラ・デバ
イスのプログラミングをサポートしています。詳細については1998年版データ
ブックに収録されている「Programming Hardware Manufacturers」の
ページ、または各ベンダ発行の資料などでご確認ください。

MAX 7000Aデバイスは、IEEE Std. 1149.1-1990で規定されたJTAG
BST回路をサポートしています。表４はMAX 7000Aデバイスによってサ
ポートされているJTAGインストラクションを示したものです。各デバイス
のJTAG用コントロール・ピンは、このデータシートの29ページから示さ
れているピン配置の表で確認してください。JTAGインタフェースを必要と
しない場合は、これらのJTAGピンをユーザI/Oピンとして使用することが
できます。

IEEE 1149.1
（JTAG）
バウンダリ・
スキャンの
サポート

JTAG BSTに関する詳細については、当社発行のアプリケーション・ノー
ト、AN 39「IEEE 1149.1 (JTAG) Boundary-Scan Testing in Altera
Devices」を参照してください。

　表４　MAX 7000AがサポートしているJTAGインストラクション

SAMPLE/PRELOAD 動作中のデバイスのピンから信号を取り込んでテストすることができる。また、
最初のデータ・パターンをデバイス・ピンに出力させることができる。

EXTEST 出力ピンにテスト・パターンを強制的に与え、入力ピンのデータを取り込んでテ
スト結果を比較することによって外部回路との接続とボードレベルの配線がテス
トできる。

BYPASS TDI ピンとTDOピンの間に１ビットのバイパス・レジスタを配置することによっ
て、デバイスに通常の動作をさせながらBSTデータが指定したデバイスをバイパ
スし、隣接したデバイスに同期転送されるようにすることができる。

IDCODE IDCODEレジスタを選択し、TDIとTDOのピン間にこのレジスタを配置すること
によって、TDOから IDCODEをシリアルに出力させることができる。

USERCODE 32ビットのUSERCODEレジスタを選択し、これをTDIとTDOのピン間に配置す
ることによって、USERCODEがTDOからシリアルにシフト・アウトされるように
することができる。このインストラクションはEPM7128AとEPM7256Aには適
用できない。

UESCODE これらのインストラクションにより、ユーザの指定したコード（UESCODE）を選
択し、このコードがTDOからシリアルにシフト・アウトされるようにすることがで
きる。UESCODEのインストラクションはEPM7128AとEPM7256Aにのみ適用
可能。

ISP関連インストラクション これらのインストラクションは、 JTAGピンを使用して、 MAX 7000Aデバイスを
BitBlaster、ByteBlasterまたはByteBlasterMVのダウンロード・ケーブル、あるい
はJamファイルまたはシリアル・ベクタ・フォーマット（.svf）ファイルを採用した
エンベデッド・プロセッサからプログラムするときに使用される。

JTAG インストラクション 内　　容
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図７はJTAG信号のタイミング波形を示したものです。

図７　MAX 7000AのJTAG信号タイミング波形

キャプチャ
される信号

TDO

TCK

tJPZX tJPCO

tJPH

tJPXZ

 tJCP

 tJPSU tJCL tJCH

TDI

TMS

tJSZX

tJSSU tJSH

tJSCO tJSXZ

ドライブ
される信号

　表５　MAX 7000Aデバイスの JTAGタイミング・パラメータ

tJCP TCKクロックの期間 100 ns

tJCH TCKのHigh時間 50 ns

tJCL TCKの Low時間 50 ns

tJPSU JTAGポートのセットアップ・タイム 20 ns

tJPH JTAGポートのホールド・タイム 45 ns

tJPCO JTAGポートの「Clock-to-Output」遅延 25 ns

tJPZX JTAGポートのハイ・インピーダンスから有効出力まで 25 ns

tJPXZ JTAGポートの有効出力からハイ・インピーダンスまで 25 ns

tJSSU キャプチャ・レジスタのセットアップ・タイム 20 ns

tJSH キャプチャ・レジスタのホールド・タイム 45 ns

tJSCO アップデート・レジスタの「Clock-to-Output」遅延 25 ns

tJSZX アップデート・レジスタのハイ・インピーダンスから有効出力まで 25 ns

tJSXZ アップデート・レジスタの有効出力からハイ・インピーダンスまで 25 ns

シンボル パラメータ 最小 最大 単位

表５はMAX 7000AデバイスのJTAGタイミング・パラメータとその値を
示しています。
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プログラマブルな
スピード／パワー・
コントロール

出力のコンフィ
ギュレーション

MAX 7000Aデバイスには、デバイス全体またはユーザが指定した特定の
信号パスをロー・パワー・モードで動作させる機能が提供されています。ほ
とんどのロジック・アプリケーションでは最高周波数で動作する必要のあ
るゲートは全体のごく一部となるため、この機能を使用して、デバイス全
体の消費電力を50%以上も低減することができます。

MAX 7000Aデバイス内の各マクロセルは、高速モードまたはロー・パ
ワー・モードのいずれかに個別に設定できるようになっています。これに
より、デザイン内でスピードが要求される部分のみを高速で動作させ、他
の部分をロー・パワーで動作させることができます。ロー・パワーで動作
するマクロセルでは、tLAD、 tLAC、tIC、tACL、tEN、tSEXPのパラメータ
が、わずかなタイミング遅延分(tLPA)だけ増加します。

MAX 7000Aデバイスの出力は多様なシステム・レベルの機能に適合させ
ることができます。

MultiVolt I/O インタフェース

MAX 7000Aデバイスの出力はMultiVolt I/Oインタフェース機能をサポー
トしており、電源電圧の異なるシステムと接続することができます。すべ
てのパッケージのMAX 7000Aデバイスでは、2.5V、3.3Vまたは5.0Vの
I/O動作が可能となっています。これらのデバイスは、内部ロジックと入力
バッファ用の電源ピン（VCCINT）と、I/Oの出力ドライバ用の電源ピン
（VCCIO）の２種類のVCCピンを持っています。

VCCIOピンはデザインの要求に応じて2.5Vあるいは3.3Vのいずれかの電
源に接続することができます。VCCIOを2.5Vの電源に接続した場合には出
力レベルが2.5Vのシステムと互換性を持つようになります。VCCIOを
3.3Vの電源に接続した場合には3.3Vのシステムとの互換性を持つようにな
ります。VCCIOが3.3Vのときの出力のHighレベルは、3.3Vまたは5.0Vの
システムとの互換性を提供します。3.0V未満のVCCIOでの動作では、タイ
ミング遅延が通常のtOD1よりも大きいtOD2の値となります。入力は常に
2.5V、3.3V、または5.0Vの信号でドライブ可能となっています。

表６は、MAX 7000AデバイスにおけるMultiVolt I/O機能のサポート範囲
を示したものです。

VCCIO電圧
入力信号（V） 出力信号（V）

2.5 3.3 5.0 2.5 3.3 5.0

2.5 √√√√√ √√√√√ √√√√√ √√√√√

3.3 √√√√√ √√√√√ √√√√√ √√√√√ √√√√√

　表６　MAX 7000AのMultiVolt I/Oサポート
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デザインの
セキュリティ

デバイスの
テスト

オープン・ドレイン出力オプション

MAX 7000Aデバイスには、I/Oピンにオープン・ドレイン出力（オープ
ン・コレクタ出力と等価）のオプションが提供されています。オープン・ド
レイン出力を使用することによって、システム・レベルのコントロール信号
（インタラプト信号やライト・イネーブル信号など）を複数のデバイスで使
用できるようになります。また、これを使用して追加のワイヤード-ORのプ
レーンを構成することもできます。

スルー・レート・コントロール

MAX 7000Aデバイスの各I/Oピンの出力バッファには出力のスルー・レー
ト・コントロール機能が提供されており、各出力バッファをロー・ノイズの
動作モード、または高速性能の動作モードのいずれかに設定することができ
ます。高速のスルー・レートでは信号が非常に高速な遷移で出力されます
が、システム内でより多くのノイズが発生する可能性があります。低速のス
ルー・レートでは、4～5nsの追加遅延が発生しますが、システムのノイズ
が低減されます。MAX 7000Aデバイスでは、コンフィギュレーション・
セルをオフに設定すると、ロー・ノイズとなる低速のスルー・レートが選択
されます。MAX 7000Aデバイスでは、各I/Oピンのスルー・レート特性を
個別にEEPROMのビットに設定することができるため、各ピンごとにス
ルー・レートを設定することができます。このスルー・レート・コントロール
機能は出力信号の立ち上がりと立ち下がり時間の双方に影響を及ぼします。

すべてのMAX 7000Aデバイスには、デバイス内部にプログラムされた
データへのアクセスをコントロールすることができるプログラマブルなセ
キュリティ・ビットが組み込まれています。このビットがプログラムされる
と、デバイス内に実現されているデザインの内容をコピーしたり、外部に読
み出すことができなくなります。この機能を使用することによって、
EEPROMセルにプログラムされたデータを見ることが不可能になり、ハイ
レベルな設計上のセキュリティが提供されます。デバイスが再プログラムさ
れたときにのみ、この機能をコントロールするセキュリティ・ビットが他の
すべてのプログラム・ データと同様にリセットされます。

MAX 7000Aデバイスに対しては完全な機能テストが行われており、その
動作が保証されています。それぞれのプログラマブルなEEPROMビットと
すべての内部ロジック・エレメントは完全にテストされ、100%のプログラ
ミング・イールドが保証されています。ACテストは図８と等価な測定条件
で行われています。テストには生産フローの初期の工程から複数のテスト・
パターンが使用され、その後に消去されるようになっています。
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動作条件 以下の表はMAX 7000Aデバイスの絶対最大定格、推奨動作条件、DC特
性、およびキャパシタンスの規格を示したものです。

MAX 7000Aデバイスの絶対最大定格　注(1)

VCC 供給電圧  GNDに対して　注(2) – 2.0 4.6 V

VI DC入力電圧 – 2.0 5.7 V

IOUT ピンあたりのDC出力電流 – 25 25 mA

TSTG 保存温度 バイアスなし – 65 150 ° C
TA 周囲温度 バイアス時 – 65 135 ° C
TJ 接合温度　 FineLine BGA、PQFP、TQFP パッケージ、 135 ° C

バイアス時

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 単位

図８　MAX 7000AのACテスト条件

電源のトランジェントがAC特性の測定
に影響を及ぼすことがあります。正確
な測定を行うため、複数の出力を同時
に変化させることは避けてください。
スレッショルドのテストはACの測定条
件下では行わないでください。デバイ
スの出力が負荷のキャパシタンスを
ディスチャージするとき、大振幅で高
速なグランド電流のトランジェントが
発生します。これらのトランジェント
がグランド・ピンとテスト・システム
のグランドとの間に存在する寄生イン
ダクタンスに流れると、ノイズ・マー
ジンが著しく低下します。（）内の数
字は2.5V動作の場合の抵抗値です。

VCC

703 Ω
(521Ω)

8,060 Ω
(481Ω) 

デバイスの立ち
上がり／立ち下
がり時間は2ns未
満

デバイス
出力

テスト・
システムへ

C1(治具のキャパ
シタンスも含む)
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MAX 7000AデバイスのDC特性　 注(5)

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 単位

VIH Highレベル入力電圧 1.7 5.3 V

VIL Lowレベル入力電圧 – 0.3 0.8 V

VOH 3.3V High レベルTTL IOH = –4 mA DC, VCCIO = 3.00 V  注(6) 2.4 V
出力電圧

3.3V High レベルCMOS IOH = –0.1 mA DC, VCCIO = 3.00 V  注(6) VCCIO– 0.2 V
出力電圧

2.5V High レベル出力電圧 IOH = –100 µA DC, VCCIO = 2.30 V  注(6) 2.1 V

IOH = –1 mA DC, VCCIO = 2.30 V  注(6) 2.0 V

IOH = –2 mA DC, VCCIO = 2.30 V  注(6) 1.7 V

VOL 3.3V LowレベルTTL出力電圧 IOL = 4 mA DC, VCCIO = 3.00 V  注(7) 0.45 V

3.3V LowレベルCMOS IOL = 0.1 mA DC, VCCIO = 3.00 V  注(7) 0.2 V
出力電圧

2.5V Low レベル出力電圧 IOL = 100 µA DC, VCCIO = 2.30 V  注(7) 0.2 V

IOL = 1 mA DC, VCCIO = 2.30 V  注(7) 0.4 V

IOL = 2 mA DC, VCCIO = 2.30 V  注(7) 0.7 V

II 入力リーク電流 VI = VCCINT or ground –10 10 µA

IOZ VO = VCCINT or ground –10 10 µA

RISP VCCIO = 3.0 V  注(8) 20 50 kΩ
VCCIO = 2.5 V  注(8) 30 80 kΩ

トライ・ステート出力のオフ・
ステート電流

MAX 7000Aデバイスの推奨動作条件　

VCCINT 注(3) 3.0 3.6 V

VCCIO 注(3) 3.0 3.6 V

注(3) 2.3 2.7 V

VCCISP ISP時の供給電圧 3.0 3.6 V

VI 入力電圧 注(4) 0 5.3 V

VO 出力電圧 0 VCCIO V

TA 周囲温度 一般用 0 70 ° C

工業用 – 40 85 ° C

TJ 接合温度 一般用 0 90 ° C

工業用 – 40 105 ° C

tR 入力立ち上がり時間 40 ns

tF 入力立ち下がり時間 40 ns

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 単位

内部ロジックおよび入力
バッファ用供給電圧

3.3V動作の出力ドライバ供
給電圧

2.5V動作の出力ドライバ供
給電圧

イン・システム・プログラミング時
のI/Oピン・プルアップ抵抗
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図９はMAX 7000Aデバイスの標準的な出力ドライブ特性を示したもので
す。

図９　 MAX 7000Aデバイスの出力ドライブ特性

3.3 V 2.5 V

表中の注：
(1) 絶対最大定格については、1998年版データブックに掲載されている「Operating Requirements for Altera Devices」を参照してくださ

い。
(2) DC入力の最小値は－0.3Vです。過渡状態の期間、無負荷の条件で20ns以下の幅であれば、入力が－2.0Vまでアンダシュート、または

5.3Vまでオーバシュートしても構いません。
(3) VCCの上昇率は一定である必要があります。
(4) 入力専用ピン、 I/Oピン、JTAGピンを含むすべてのピンをVCCINTおよびVCCIOの投入前にドライブすることが可能です。
(5) これらの値は19ページの「MAX 7000Aデバイスの推奨動作条件」の下で規定されています。
(6) IOHのパラメータはHighレベルTTLまたはCMOS出力電流として参照されます。
(7) IOLのパラメータはLowレベルTTLまたはCMOS出力電流として参照されます。
(8) MAX 7000Aデバイスには、デバイスがイン・システムでプログラミングされるときに、このプルアップ抵抗が存在します。MAX

7000AEデバイスでは、デバイスがイン・システムでプログラミングされるとき、およびデバイスがプログラミングされていないときに、
このプルアップ抵抗が存在します。

(9) キャパシタンスは25℃で測定したもので、サンプルテストのみです。OE1ピン（プログラミング中、高電圧となるピン）は最大20pFの
キャパシタンスを持っています。

MAX 7000Aデバイスのキャパシタンス 　注(9)

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 単位

CIN 入力ピンのキャパシタンス VIN = 0 V, f = 1.0 MHz 8 pF

CI/O I/Oピンのキャパシタンス VOUT = 0 V, f = 1.0 MHz 8 pF

VO  出力電圧�（V）� VO  出力電圧�（V）�

1 2 3 4

10

20

30

40

VCCINT = 3.3 V
VCCIO = 3.3 V

IOL

IOH

室温� 室温�

 I O
   

 出
力
電
流
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A
）
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準
�

   
 出
力
電
流
（
m
A
）
標
準
�50

60

1 2 3 4

10

20

30

40

VCCINT = 3.3 V
VCCIO = 2.5 V

IOL

IOH

 I O

50

60



Altera Corporation Page 21

Preliminary Information MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet

MAX 7000Aデバイスのタイミングは、MAX+PLUS II ソフトウェア、ま
たは多くの業界標準のEDAシミュレータとタイミング・アナライザ、ある
いは図10に示すタイミング・モデルを使って解析することができます。
MAX 7000Aデバイスの内部遅延は予測可能となっているため、ユーザは
あらゆるデザインのワースト・ケース・タイミングを決定することができ
ます。MAX+PLUS II ソフトウェアは、タイミング・シミュレーション、
指定されたポイント間の遅延時間予測、そしてデバイス全体の性能を評価
するための詳細なタイミング解析の機能を提供しています。

タイミング・
モデル

任意の信号パスのタイミング特性は、これらのタイミング・パラメータと各
デバイスごとに規定されているこれらの値から計算することができます。ピ
ン間のタイミング遅延を表している外部タイミング・パラメータは、複数の
内部タイミング・パラメータを累積することによって算出できます。図11
は内部および外部の遅延パラメータ間のタイミング関係を示したものです。

MAX 7000Aデバイスのタイミングについての詳細は、1998年版データ
ブックにも掲載されているアプリケーション・ノート  AN 94
「Understanding MAX 7000 Timing」（日本語版「MAX 7000のタイ
ミング」）を参照してください。

図10　MAX 7000Aデバイスのタイミング・モデル

Logic Array
Delay
t LAD

Output
Delay
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tOD2

tOD1

tXZ

Zt X1
tZX2
tZX3

Input
Delay

t I N Register
Delay
tSU
tH
tPRE
tCLR
tRD
tCOMB
tFSU
tFH

PIA
Delay
tPIA

Shared
Expander Delay

tSEXP

Register
Control Delay

t LAC
t IC
tEN

I/O
Delay

t IO

Global Control
Delay
tGLOB

Internal Output
Enable Delay

t IOE

Parallel
Expander Delay

tPEXP

Fast
Input Delay

tF IN
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図11　MAX 7000Aデバイスのスイッチング波形

tR とtF は2ns未満
ロジックHighの入力は
3.0V、Lowは0V。すべて
のタイミング特性は1.5V
で測定される。

組み合わせ回路モード

グローバル・クロック・モード

アレイ・クロック・モード

Input Pin

I/O Pin
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Delay

Logic Array
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Parallel Expander
Delay

Logic Array
Output

Output Pin

tIN

tLAC , tLAD
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at Register
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EPM7128AデバイスのAC特性　注(1)

tPD1 C1 = 35 pF 6 7.5 10 12 ns
注(2)

tPD2 C1 = 35 pF 6 7.5 10 12 ns
注(2)

tSU 注(2) 4 4.9 6.6 7.8 ns

tH 注(2) 0 0 0 0 ns

tFSU 2.5 3 3 3 ns

tFH 0 0 0 0 ns

tCO1 C1 = 35 pF 1 3.5 1 4.5 1 5.9 1 7.1 ns

tCH 3 3 4 5 ns

tCL 3 3 4 5 ns

tASU 注(2) 1.2 1.6 2.1 2.4 ns

tAH 注(2) 1.5 2.1 3.4 4.4 ns

tACO1 C1 = 35 pF 6.3 7.8 10.4 12.5 ns
注(2)

tACH 3 3 4 5 ns

tACL 3 3 4 5 ns

tCNT 注(2) 6.8 8.4 11.2 13.3 ns

fCNT 注(2)、(4) 147.1 119.0 89.3 75.2 MHz

tACNT 注(2) 6.8 8.4 11.2 13.3 ns

fACNT 注(2)、(4) 147.1 119.0 89.3 75.2 MHz

fMAX 注(5) 166.7 166.7 125.0 100.0 MHz

入力からレジスタなしの
出力までの遅延

I/O ピンからレジスタなし
出力までの遅延

グローバル・クロックの
セットアップ時間

グローバル・クロックの
ホールド時間

高速入力パスからのグ
ローバル・クロック・セッ
トアップ時間

高速入力パスからのグ
ローバル・クロック・ホー
ルド時間

グローバル・クロックから
出力までの遅延

グローバル・クロックの
Highレベル時間

グローバル・クロックの
Lowレベル時間

アレイ・クロックのセッ
トアップ時間

アレイ・クロックのホー
ルド時間

アレイ・クロックから出
力までの遅延

アレイ・クロックのHigh
レベル時間

アレイ・クロックの Low
レベル時間

グローバル・クロック最
小期間

内部グローバル・クロッ
ク最高周波数

アレイ・クロック最小期
間

内部アレイ・クロック最
高周波数

最高クロック周波数

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 単位

EPM7128A外部タイミング・パラメータ
スピード・グレード

- 6 - 7 - 10 - 12
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tIN 0.3 0.4 0.6 0.7 ns

tIO 0.3 0.4 0.6 0.7 ns

tFIN 2.8 3.3 3.7 4.1 ns

tSEXP 3 3.6 4.9 5.9 ns

tPEXP 0.7 0.8 1.1 1.3 ns

tLAD 3.1 3.7 5 6 ns

tLAC 2.9 3.4 4.6 5.6 ns

tIOE 0 0 0 0 ns

tOD1 C1 = 35 pF 0.4 0.6 0.7 0.9 ns
注(1)

tOD2 C1 = 35 pF 0.9 1.1 1.2 1.4 ns
注(6)

tOD3 C1 = 35 pF 5.4 5.6 5.7 5.9 ns

tZX1 C1 = 35 pF 4   4 5 5 ns
注(1)

tZX2 C1 = 35 pF 4.5 4.5 5.5 5.5 ns
注(1)

tZX3 C1 = 35 pF 9 9  10  10 ns
注(1)

tXZ C1 = 35 pF 4 4 5 5 ns
注(6)

tSU 1 1.3 1.7 2 ns

tH 1.7 2.4 3.8 4.8 ns

tFSU 0.8 1.1 1.1 1.1 ns

tFH 1.7 1.9 1.9 1.9 ns

tRD 1.7 2.1 2.8 3.3 ns

tCOMB 1.2 1.5 2 2.4 ns

tIC 2.9 3.4 4.6 5.6 ns

tEN 2.9 3.4 4.6 5.6 ns

tGLOB 1.1 1.4 1.8 2.2 ns

tPRE 3.1 3.9 5.2 6.2 ns

tCLR 3.1 3.9 5.2 6.2 ns

tPIA 注(2) 1 1.3 1.7 2 ns

tLPA 注(7)  11  10  10  10 ns

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 単位

EPM7128A内部タイミング・パラメータ
スピード・グレード

- 6 - 7 - 10 - 12

入力パッドとバッファ遅延

I/O入力パッドとバッファ遅延

高速入力パス遅延

シェアド・エクスパンダ遅延

パラレル・エクスパンダ遅延

ロジック・アレイ遅延

ロジック・コントロール・アレイ遅延

出力イネーブル内部遅延

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 3.3V

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 2.5V

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = on
VCCIO = 2.5V or 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = on
VCCIO = 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 2.5V

レジスタ・セットアップ時間

レジスタ・ホールド時間

高速入力パスのレジスタ・セッ
トアップ時間

高速入力パスのレジスタ・
ホールド時間

レジスタ遅延

組み合わせ出力の遅延

アレイ・クロック遅延

レジスタ・イネーブル時間

グローバル・コントロール遅延

レジスタ・プリセット時間

レジスタ・クリア時間

PIA 遅延

ロー・パワー・モード追加遅延
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tPD1 C1 = 35 pF 7.5 10 12 ns
注(2)

tPD2 C1 = 35 pF 7.5 10 12 ns
注(2)

tSU 注(2) 4.9 6.6 7.8 ns

tH 注(2) 0 0 0 ns

tFSU 3 3 3 ns

tFH 0 0 0 ns

tCO1 C1 = 35 pF 1 4.5 1 5.9 1   7.1 ns

tCH 3 4 5 ns

tCL 3 4 5 ns

tASU 注(2) 1.6 2.1 2.4 ns

tAH 注(2) 2.1 3.4 4.4 ns

tACO1 C1 = 35 pF 7.8 10.4 12.5 ns
注(2)

tACH 3 4 5 ns

tACL 3 4 5 ns

tCNT 注(2) 8.4 11.2 13.3 ns

fCNT 注(2)、(4) 119.0 89.3 75.2 MHz

tACNT 注(2) 8.4 11.2 13.3 ns

fACNT 注(2)、(4) 119.0 89.3 75.2 MHz

fMAX 注(2)、(5) 166.7 125.0 100.0 MHz

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 最小 最大 最小 最大 単位

EPM7256A外部タイミング・パラメータ
スピード・グレード

- 7 - 10 - 12

入力からレジスタなし出力までの遅延

I/Oピンからレジスタなし出力までの遅延

グローバル・クロックのセットアップ時間

グローバル・クロックのホールド時間

高速入力パスからのグローバル・クロッ
ク・セットアップ時間

高速入力パスからのグローバル・クロッ
ク・ホールド時間

グローバル・クロックから出力までの遅延

グローバル・クロックのHighレベル時間

グローバル・クロックのLowレベル時間

アレイ・クロックのセットアップ時間

アレイ・クロックのホールド時間

アレイ・クロックから出力の遅延

アレイ・クロックのHighレベル時間

アレイ・クロックのLowレベル時間

グローバル・クロック最小期間

内部グローバル・クロック最高周波数

アレイ・クロック最小期間

内部アレイ・クロック最高周波数

最高クロック周波数　

EPM7256AデバイスのAC特性　注(1)
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tIN 0.4 0.6 0.7 ns

tIO 0.4 0.6 0.7 ns

tFIN 3.3 3.7 4.1 ns

tSEXP 3.6 4.9 5.9 ns

tPEXP 0.8 1.1 1.3 ns

tLAD 3.7 5 6 ns

tLAC 3.4 4.6 5.6 ns

tIOE 0 0 0 ns

tOD1 C1 = 35 pF 0.6 0.7 0.9 ns
注(1)

tOD2 C1 = 35 pF 1.1 1.2 1.4 ns
注(6)

tOD3 C1 = 35 pF 5.6 5.7 5.9 ns

tZX1 C1 = 35 pF 4 5 5 ns
注(1)

tZX2 C1 = 35 pF 4.5 5.5 5.5 ns
注(6)

tZX3 C1 = 35 pF 9   10 10 ns

tXZ C1 = 5 pF 4 5 5 ns

tSU 1.3 1.7 2 ns

tH 2.4 3.8 4.8 ns

tFSU 1.1 1.1 1.1 ns

tFH 1.9 1.9 1.9 ns

tRD 2.1 2.8 3.3 ns

tCOMB 1.5 2 2.4 ns

tIC 3.4 4.6 5.6 ns

tEN 3.4 4.6 5.6 ns

tGLOB 1.4 1.8 2.2 ns

tPRE 3.9 5.2 6.2 ns

tCLR 3.9 5.2 6.2 ns

tPIA 注(2) 1.3 1.7 2 ns

tLPA 注(7)  10 10 10 ns

シンボル パラメータ 条件 最小 最大 最小 最大 最小 最大 単位

EPM7256A内部タイミング・パラメータ
スピード・グレード

- 7 - 10 - 12

入力パッドとバッファ遅延

I/O 入力パッドとバッファ遅延

高速入力パス遅延

シェアド・エクスパンダ遅延

パラレル・エクスパンダ遅延

ロジック・アレイ遅延

ロジック・コントロール・アレイ遅延

出力イネーブル内部遅延

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 3.3V

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 2.5V

出力バッファおよびパッド遅延
Slow slew rate = on
VCCIO = 2.5V or 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 3.3V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = off
VCCIO = 2.5V

出力バッファ、イネーブル遅延
Slow slew rate = on
VCCIO = 2.5V or 3.3V

出力バッファ、ディセーブル遅延

レジスタ・セットアップ時間

レジスタ・ホールド時間

高速入力パスのレジスタ・セットアップ時間

高速入力パスのレジスタ・ホールド時間

レジスタ遅延

組み合わせ出力の遅延

アレイ・クロック遅延

レジスタ・イネーブル時間

グローバル・コントロール遅延

レジスタ・プリセット時間

レジスタ・クリア時間

PIA 遅延

ロー・パワー・モード追加遅延　　　
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MAX 7000Aデバイスの動作周波数（MHz単位のfMAX）に対する消費電力
（P）は、次の式で計算されます。

P = PINT + PIO = ICCINT × VCC + PIO

ここで、PIOはデバイス出力に接続される負荷の特性とスイッチング周波数
によって決定される値であり、1998年版データブックに記載されているア
プリケーション・ノート AN 74「Evaluating Power for Altera
Devices」の中に示されているガイドラインを使って計算することができます。

また、上記の式のICCINTはスイッチング周波数とデザインされたアプリケー
ションのロジックによって決定される値であり、これは次の式から計算する
ことができます。

ICCINT =

(A × MCTON) +[ B × (MCDEV  – MCTON) ] + (C × MCUSED × fMAX ×togLC)

この式に使用されている各パラメータは、下記の通りです。

MCTON = ターボ・ビット（Turbo BitTM）のオプションがオンに設定さ
れているマクロセル数で、これはMAX+PLUS IIのレポー
ト・ファイル（.rpt）で確認することができます。

MCDEV = デバイス内のマクロセル数
MCUSED = デザイン内で使用されているマクロセルの合計数で、

MAX+PLUS II のレポート・ファイル（.rpt）で確認すること
ができます。

fMAX = デバイスの最高動作クロック周波数
togLC = 各クロックでトグルするロジック・セルの平均的な割合

（通常は12.5%）
A, B, C = 表７に示される定数。

表中の注：
(1) これらの値は19ページの「MAX 7000Aデバイスの推奨動作条件」の下で規定されています。
(2) -6と-7のスピード・グレードのEPM7128Aおよび-6のスピード・グレードのEPM7256Aに対しては、これらの値がPIAが1LAB（16個

のマクロセル）のファンアウトを持つことを条件に規定されています。これらのデバイスがさらに多くのLABのファンアウトを持つ場合
は、1LABあたり0.1nsの追加遅延がPIAのタイミング値に加算されます。

(3) このパラメータはサンプル・テストと幅広い評価テスト結果に基いて算出された参考値です。このパラメータはグローバル・クロックとア
レイ・クロックの双方に適用されます。

(4) 各LABに16ビットのローダブル、イネーブル付き、アップ/ダウン・カウンタを構成して測定したものです。
(5) fMAXの値はパイプライン化されたときのデータの最高動作周波数です。
(6) 動作条件は一般用、工業用共にVCCIO = 2.5V±0.2Vです。
(7) ロー・パワー・モードで動作しているマクロセルに対しては、tLAD, tLAC, tIC, tACL, tEN, tSEXPのパラメータにtLPAパラメータを加える

必要があります。

消費電力
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注：
(1) この値については、日本アルテラの応用技術部にお問い合わせください。
(2) これらのデバイスの値は暫定仕様です。

この計算では各LABに16ビットのローダブル、イネーブル機能付きのアッ
プ/ダウン・カウンタを構成したときの無負荷時の標準的な条件でのICCが
推定されます。この計算はデバイスの実際のパターンと周囲の動作条件に
影響されるため、実際のICCの値はデバイスの動作中に確認する必要があり
ます。

図12はMAX 7000Aデバイスの周波数対電源電流の標準的な特性を示した
ものです。

デバイス名 A B C

EPM7032AE 注(1) 注(1) 注(1)

EPM7064AE 注(1) 注(1) 注(1)

EPM7128A  注(2) 0.79 0.27 0.035

EPM7256A  注(2) 0.79 0.27 0.035

EPM7384AE 注(1) 注(1) 注(1)

EPM7512AE 注(1) 注(1) 注(1)

　表７　MAX 7000Aの ICCの計算式に使用される定数

図12　MAX 7000Aデバイスの動作周波数対ICC特性

EPM7256A

VCC = 3.3 V
室温 

周波数 (MHz)

I C
C
  A

ct
iv

e 
(m

A
) T

yp
.

High Speed

Low Power

147.1 MHz

56.2 MHz

100

200

300

400

50

100

150

200

VCC = 3.3 V
室温�

0

周波数 (MHz)

I C
C
  A

ct
iv

e 
(m

A
 T

yp
.)

 

High Speed

Low Power

50 100 150 200

147.1 MHz

56.2 MHz

0 50 100 150 200

EPM7128A



Altera Corporation Page 29

Preliminary Information MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet

表8、表9、表10と表11はMAX 7000Aデバイスの各パッケージごとのピ
ン配置を示したものです。

デバイス・
ピン配置表

注：
(1) このピンはJTAGポートまたはユーザI/Oピンのいずれかとして使用されます。デバイスがBSTまたはISPを行うためにJTAGポートを使用

するようにコンフィギュレーションされている場合は、このピンをユーザI/Oピンとして使用することはできません。

INPUT/GCLK1 83 87 A6 125 D9

INPUT/GCLRn 1 89 B5 127 E8

INPUT/OE1 84 88 B6 126 E9

INPUT/OE2/GCLK2 2 90 A5 128 D8

TDI　注(1) 14 4 A1 4 D4

TMS　注(1) 23 15 F3 20 J6

TCK　注(1) 62 62 F8 89 J11

TDO　注(1) 71 73 A10 104 D13

GNDINT 42, 82 38, 86 D6, G5 52, 57, A8, C9, G9, K8, P9
124, 129

GNDIO 7, 19, 32, 11, 26, C3, D7, 3, 13, 17, A3, B10, C2, D14, F6, G10, H8, J9, K7,
47, 59, 72 43, 59, E5, F6, 33, 59, 64, L11, M3, P6, P10, R2, R3, T1, T15

74, 95 G4, H8 85, 105,
135

VCCINT 3, 43 39, 91 D5, G6 51, 58, B9, C8, G8, K9, P8
(3.3 V only) 123, 130

VCCIO 13, 26, 3, 18, 34, C8, D4, 24, 50, 73, B3, B5, C14, E15, F11, G3, G7, G15, H9,
(2.5 V or 3.3 V) 38, 53, 51, 66, 82 E6, F5, 76, 95, J8, K10, L3, L6, M15, P14, T2, T3

66, 78 G7, H3 115, 144

No Connect (N.C.) – – – 1, 2, 12, A1, A2, A4, A5, A6, A7, A9, A10, A11, A12,
19, 34, 35, A13, A14, A15, A16, B1, B2, B4, B6, B7,
36, 43, 46, B8, B11, B12, B13, B14, B15, B16, C1,
47, 48, 49, C3, C4, C6, C11, C13, C15, C16, D1, D2,
66, 75, 90, D3, D15, D16, E1, E2, E3, E14, E16, F1,
103, 108, F2, F15, F16, G1, G2, G14, G16, H1, H2,
120, 121, H15, H16, J1, J2, J15, J16, K1, K2, K3,
122 K14, K15, K16, L1, L2, L15, L16, M1, M14,

M16, N1, N2, N3, N14, N15, N16, P1, P2,
P3, P4, P12, P13, P15, P16, R1, R4, R5,
R6, R7, R8, R9, R11, R12, R13, R14, R15,
R16, T4, T5, T6, T7, T8, T9, T10, T11, T12,
T13, T14, T16

トータル・ユーザI/Oピン数 64 80 80 96 96

　表8　EPM7128Aの専用ピン

専用ピン 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 256-Pin
PLCC TQFP FineLine TQFP FineLine BGA

BGA
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MC LAB 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 256-Pin MC LAB 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 256-Pin
PLCC TQFP FineLine TQFP FineLine PLCC TQFP FineLine TQFP FineLine

BGA BGA BGA BGA

　表9　EPM7128Aの I/Oピン （1/2)

1 A – 2 C1 143 F4 17 B 22 14 F4 18 J7

2 A – – – – – 18 B – – – – –

3 A 12 1 B1 142 E4 19 B 21 13 E2 16 H5

4 A – – – 141 C5 20 B – – – 15 H3

5 A 11 100 B2 140 E5 21 B 20 12 E1 14 H4

6 A 10 99 A2 139 D5 22 B – 10 E3 11 H6

7 A – – – – – 23 B – – – – –

8 A 9 98 A3 138 D6 24 B 18 9 E4 10 H7

9 A – 97 B3 137 E6 25 B 17 8 D2 9 G5

10 A – – – – – 26 B – – – – –

11 A 8 96 A4 136 D7 27 B 16 7 D1 8 G4

12 A – – – 134 C7 28 B – – – 7 F3

13 A 6 94 B4 133 E7 29 B 15 6 D3 6 G6

14 A 5 93 C4 132 F7 30 B – 5 C2 5 F5

15 A – – – – – 31 B – – – – –

16 A 4 92 C5 131 F8 32 B 14 (1) 4 (1) A1(1) 4 (1) D4(1)

33 C – 25 K1 32 N4 49 D 41 37 K5 56 N8

34 C – – – – – 50 D – – – – –

35 C 31 24 J1 31 M4 51 D 40 36 J5 55 M8

36 C – – – 30 M2 52 D – – – 54 P7

37 C 30 23 H1 29 L4 53 D 39 35 H5 53 L8

38 C 29 22 H2 28 L5 54 D – 33 K4 45 N7

39 C – – – – – 55 D – – – – –

40 C 28 21 G2 27 K5 56 D 37 32 J4 44 M7

41 C – 20 G1 26 K4 57 D 36 31 H4 42 L7

42 C – – – – – 58 D – – – – –

43 C 27 19 G3 25 K6 59 D 35 30 J3 41 M6

44 C – – – 23 J3 60 D – – – 40 P5

45 C 25 17 F2 22 J5 61 D 34 29 K3 39 N6

46 C 24 16 F1 21 J4 62 D – 28 J2 38 M5

47 C – – – – – 63 D – – – – –

48 C 23 (1) 15 (1) F3(1) 20 (1) J6(1) 64 D 33 27 K2 37 N5
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MC LAB 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 256-Pin MC LAB 84-Pin 100-Pin 100-Pin 144-Pin 256-Pin
PLCC TQFP FineLine TQFP FineLine PLCC TQFP FineLine TQFP FineLine

BGA BGA BGA BGA

　表9　EPM7128Aの I/Oピン （2/2)

65 E 44 40 K6 60 N9 81 F – 52 J10 77 M13

66 E – – – – – 82 F – – – – –

67 E 45 41 J6 61 M9 83 F 54 53 H10 78 L13

68 E – – – 62 R10 84 F – – – 79 L14

69 E 46 42 H6 63 L9 85 F 55 54 H9 80 L12

70 E – 44 K7 65 N10 86 F 56 55 J9 81 M12

71 E – – – – – 87 F – – – – –

72 E 48 45 J7 67 M10 88 F 57 56 G9 82 K12

73 E 49 46 H7 68 L10 89 F – 57 G10 83 K13

74 E – – – – – 90 F – – – – –

75 E 50 47 J8 69 M11 91 F 58 58 G8 84 K11

76 E – – – 70 P11 92 F – – – 86 J14

77 E 51 48 K8 71 N11 93 F 60 60 F9 87 J12

78 E – 49 K9 72 N12 94 F 61 61 F10 88 J13

79 E – – – – – 95 F – – – – –

80 E 52 50 K10 74 N13 96 F 62 (1) 62 (1) F8(1)  89 (1) J11(1)

97 G 63 63 F7 91 J10 113 H – 75 C10 106 F13

98 G – – – – – 114 H – – – – –

99 G 64 64 E9 92 H12 115 H 73 76 B10 107 E13

100 G – – – 93 H14 116 H – – – 109 C12

101 G 65 65 E10 94 H13 117 H 74 77 B9 110 E12

102 G – 67 E8 96 H11 118 H 75 78 A9 111 D12

103 G – – – – – 119 H – – – – –

104 G 67 68 E7 97 H10 120 H 76 79 A8 112 D11

105 G 68 69 D9 98 G12 121 H – 80 B8 113 E11

106 G – – – – – 122 H – – – – –

107 G 69 70 D10 99 G13 123 H 77 81 A7 114 D10

108 G – – – 100 F14 124 H – – – 116 C10

109 G 70 71 D8 101 G11 125 H 79 83 B7 117 E10

110 G – 72 C9 102 F12 126 H 80 84 C7 118 F10

111 G – – – – – 127 H – – – – –

112 G 71 (1) 73 (1) A10(1) 104 (1) D13(1) 128 H 81 85 C6 119 F9

注：
(1) このピンはJTAGポートまたはユーザI/Oピンのいずれかとして使用されます。デバイスがBSTまたはISPを行うためにJTAGポートを使用

するようにコンフィギュレーションされている場合は、このピンをユーザI/Oピンとして使用することはできません。
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注：
(1) このピンはJTAGポートまたはユーザI/Oピンのいずれかとして使用されます。デバイスがBSTまたはISPを行うためにJTAGポートを使用

するようにコンフィギュレーションされている場合は、このピンをユーザI/Oピンとして使用することはできません。

INPUT/GCLK1 87 125 184 D9

INPUT/GCLRn 89 127 182 E8

INPUT/OE1 88 126 183 E9

INPUT/OE2/GCLK2 90 128 181 D8

TDI　注(1) 4 4 176 D4

TMS　注(1) 15 20 127 J6

TCK　注(1) 62 89 30 J11

TDO　注(1) 73 104 189 D13

GNDINT 38, 86 52, 57, 124, 129 75, 82, 180, 185 A8, C9, G9, K8, P9

GNDIO 11, 26, 43, 59, 3, 13, 17, 33, 14, 32, 50, 72, A3, B10, C2, D14, F6, G10, H8,
74, 95 59, 64, 85, 105, 94, 116, 134, J9, K7, L11, M3, P6, P10, R2,

135 152, 174, 200 R3, T1, T15

VCCINT (3.3 V Only) 39, 91 51, 58, 123, 130 74, 83, 179, 186 B9, C8, G8, K9, P8

VCCIO (3.3 V or 2.5 V) 3, 18, 34, 51, 24, 50, 73, 76, 5, 23, 41, 63, 85, B3, B5, C14, E15, F11, G3, G7,
66, 82 95, 115, 144 107, 125, 143, G15, H9, J8, K10, L3, L6, M15,

165, 191 P14, T2, T3

No Connect (N.C.) – – 1, 2, 51, 52, 53, A1, A2, A6, A12, A13, A14, A15,
54, 103, 104, A16, B1, B2, B15, B16, C1, C15,
105, 106, 155, C16, D1, D3, D15, D16, G1,
156, 157, 158, G16, H15, H16, J1, K1, L1, L2,
207, 208 M1, M16, N1, N2, N14, N15,

N16, P1, P2, P15, P16, R1, R14,
R15, R16, T7, T8, T10, T11, T14,
T16

トータル・ユーザI/Oピン数 80 116 160 160

　表10　EPM7256Aの専用ピン

専用ピン 100-Pin TQFP 144-PinTQFP 208-PinPQFP 256-Pin
FineLine BGA
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MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin
TQFP TQFP PQFP FineLine TQFP TQFP PQFP FineLine

BGA BGA

　表11　EPM7256Aの I/Oピン （1/4)

1 A – – 153 C3 17 B – – 141 F5

2 A – – – – 18 B – – – –

3 A – 2 154 C4 19 B – 10 142 F2

4 A – – – – 20 B – – – –

5 A – 1 159 E5 21 B – 9 144 E1

6 A – 143 160 D5 22 B – – 145 F4

7 A – – – – 23 B – – – –

8 A 2 – 161 C5 24 B 8 8 146 F3

9 A 1 – 162 B4 25 B 7 7 147 E2

10 A – – – – 26 B – – – –

11 A 100 142 163 A4 27 B 6 6 148 D2

12 A – – – – 28 B – – – –

13 A – 141 164 A5 29 B 5 5 149 E3

14 A 99 140 166 D6 30 B – – 150 E4

15 A – – – – 31 B – – – –

16 A 98 139 167 C6 32 B      4 (1)      4 (1) 151 D4(1)

33 C – 36 108 N4 49 D 31 44 92 N6

34 C – – – – 50 D – – – –

35 C – 35 109 P3 51 D 30 43 93 T5

36 C – – – – 52 D – – – –

37 C – 34 110 N3 53 D 29 42 95 M6

38 C – – 111 M4 54 D 28 41 96 R5

39 C – – – – 55 D – – – –

40 C 25 32 112 M2 56 D – 40 97 M5

41 C 24 31 113 L4 57 D – – 98 P5

42 C – – – – 58 D – – – –

43 C 23 30 114 L5 59 D – 39 99 N5

44 C – – – – 60 D – – – –

45 C 22 29 115 K6 61 D – 38 100 T4

46 C – – 117 K5 62 D – – 101 R4

47 C – – – – 63 D – – – –

48 C 21 28 118 K4 64 D 27 37 102 P4



Page 34 Altera Corporation

MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet Preliminary Information

MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin
TQFP TQFP PQFP FineLine TQFP TQFP PQFP FineLine

BGA BGA

　表11　EPM7256Aの I/Oピン （2/4)

65 E – – 168 B6 81 F – – 130 H5

66 E – – – – 82 F – – – –

67 E – – 169 E6 83 F – 19 131 H1

68 E – – – – 84 F – – – –

69 E – 138 170 F7 85 F – 18 132 H2

70 E – – 171 E7 86 F – – 133 H3

71 E – – – – 87 F – – – –

72 E 97 137 172 D7 88 F 14 16 135 H4

73 E 96 136 173 C7 89 F 13 15 136 G6

74 E – – – – 90 F – – – –

75 E 94 134 175 B7 91 F 12 14 137 G5

76 E – – – – 92 F – – – –

77 E 93 133  176 (1) A7 93 F 10 12 138 G2

78 E – 132 177 F8 94 F – – 139 G4

79 E – – – – 95 F – – – –

80 E 92 131 178 B8 96 F 9 11 140 F1

97 G – – 119 K3 113 H 37 – 79 M8

98 G – – – – 114 H – – – –

99 G – 27 120 K2 115 H 36 54 80 N8

100 G – – – – 116 H – – – –

101 G – 26 121 J7 117 H – 53 81 L8

102 G – – 122 H7 118 H 35 – 84 R7

103 G – – – – 119 H – – – –

104 G 20 25 123 J5 120 H – 49 86 P7

105 G 19 23 124 J2 121 H – 48 87 N7

106 G – – – – 122 H – – – –

107 G 17 22 126 J3 123 H – 47 88 M7

108 G – – – – 124 H – – – –

109 G 16 21  127 (1) J4 125 H 33 46 89 L7

110 G – – 128 H6 126 H – – 90 T6

111 G – – – – 127 H – – – –

112 G    15 (1)    20 (1) 129 J6(1) 128 H 32 45 91 R6
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MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin
TQFP TQFP PQFP FineLine TQFP TQFP PQFP FineLine

BGA BGA

　表11　EPM7256Aの I/Oピン （3/4)

129 I 80 114 197 C11 145 J 63 – 27 J15

130 I – – – – 146 J – – – –

131 I 81 116 196 B11 147 J 64 90 26 J16

132 I – – – – 148 J – – – –

133 I – 117 195 A11 149 J 65 91 25 J10

134 I – – 194 F10 150 J – – 24 H14

135 I – – – – 151 J – – – –

136 I – 118 193 E10 152 J – 92 22 H13

137 I – 119 192 A10 153 J – 93 21 H12

138 I – – – – 154 J – – – –

139 I 83 120 190 C10 155 J 67 94 20 H11

140 I – – – – 156 J – – – –

141 I 84 121  189 (1) D10 157 J – 96 19 H10

142 I – – 188 F9 158 J – – 18 G11

143 I – – – – 159 J – – – –

144 I 85 122 187 A9 160 J 68 97 17 G14

161 K – – 38 K11 177 L – – 78 R8

162 K – – – – 178 L – – – –

163 K 57 82 37 K12 179 L – 55 77 T9

164 K – – – – 180 L – – – –

165 K – 83 36 K14 181 L – 56 76 R9

166 K – – 35 K13 182 L – – 73 N9

167 K – – – – 183 L – – – –

168 K 58 84 34 K15 184 L 40 60 71 M9

169 K – 86 33 K16 185 L 41 61 70 L9

170 K – – – – 186 L – – – –

171 K 60 87 31 J13 187 L 42 62 69 R10

172 K – – – – 188 L – – – –

173 K 61 88    30 (1) J14 189 L 44 63 68 N10

174 K – – 29 J12 190 L – – 67 M10

175 K – – – – 191 L – – – –

176 K   62 (1)    89 (1) 28 J11(1) 192 L 45 65 66 L10
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MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin MC LAB 100-Pin 144-Pin 208-Pin 256-Pin
TQFP TQFP PQFP FineLine TQFP TQFP PQFP FineLine

BGA BGA

　表11　EPM7256Aの I/Oピン （4/4)

193 M – 106 4 B14 209 N – – 16 G13

194 M – – – – 210 N – – – –

195 M 75 107 3 C13 211 N 69 98 15 G12

196 M – – – – 212 N – – – –

197 M – 108 206 B13 213 N – 99 13 F16

198 M – – 205 F12 214 N – – 12 F15

199 M – – – – 215 N – – – –

200 M – 109 204 E12 216 N 70 100 11 F13

201 M 76 110 203 D12 217 N – 101 10 F14

202 M – – – – 218 N – – – –

203 M 77 111 202 C12 219 N 71 102 9 E16

204 M – – – – 220 N – – – –

205 M – – 201 B12 221 N 72 103 8 E14

206 M 78 112 199 E11 222 N – – 7 E13

207 M – – – – 223 N – – – –

208 M 79 113 198 D11 224 N    73 (1)  104 (1) 6 D13(1)

225 O – – 49 R13 241 P 46 66 65 R11

226 O – – – – 242 P – – – –

227 O – 74 48 P13 243 P 47 67 64 P11

228 O – – – – 244 P – – – –

229 O – 75 47 N13 245 P 48 68 62 N11

230 O – – 46 M14 246 P 49 69 61 M11

231 O – – – – 247 P – – – –

232 O 52 77 45 M13 248 P – – 60 T12

233 O 53 78 44 L13 249 P – 70 59 R12

234 O – – – – 250 P – – – –

235 O 54 79 43 L14 251 P – – 58 M12

236 O – – – – 252 P – – – –

237 O 55 80 42 L12 253 P – 71 57 P12

238 O – – 40 L15 254 P – – 56 N12

239 O – – – – 255 P – – – –

240 O 56 81 39 L16 256 P 50 72 55 T13

注：
(1) このピンはJTAGポートまたはユーザI/Oピンのいずれかとして使用されます。デバイスがBSTまたはISPを行うためにJTAGポートを使用

するようにコンフィギュレーションされている場合は、このピンをユーザI/Oピンとして使用することはできません。
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図13から図18はMAX 7000Aに提供されている各パッケージのピンの位置
を示したものです。

図13　84ピン、PLCCパッケージのピン配置図

下記の図は実寸ではありません。

図14　100ピン、TQFPパッケージのピン配置図

下記の図は実寸ではありません。
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図16　144ピン、TQFPパッケージのピン配置図

　下記の図は実寸ではありません。

図15　100ピン、FineLine BGAパッケージのピン配置図

下記の図は実寸ではありません。

Indicates
location of
Ball A1

A1 Ball
Pad Corner

A

B

C

D

E

F

G

H

J

K

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

EPM7128A

Indicates location
of Pin 1

Pin 1 
Pin 109

Pin 73
Pin 37

EPM7128A
EPM7256A



Altera Corporation Page 39

Preliminary Information MAX 7000A Programmable Logic Device Family Data Sheet

図17　208ピン、PQFPパッケージのピン配置図

下記の図は実寸ではありません。

208-Pin PQFP

Pin 1 Pin 157

Pin 105Pin 53

EPM7256A

図18　256ピン、FineLine BGAパッケージのピン配置図

　下記の図は実寸ではありません。
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「MAX 7000Aプログラマブル・ロジック・デバイス・ファミリ」のデータシート、バー
ジョン1.10および1.11では下記の内容が以前のバージョンから変更、更新されています。

バージョン1.11での変更点

■ 表11のEPM7256A 144ピンTQFPパッケージのピン配置情報を修正。
■ 100ピンおよび256ピンFineLine BGAパッケージのピン配置図を修正。

バージョン1.10での変更点

■ イン・システム・プログラマビリティ（ISP）のセクションに "F"  サフィック
ス・デバイスに関する記述を追加。

■ EPM7128AとEPM7256Aのタイミング情報を更新。
■ EPM7128AとEPM7256Aのピン配置情報を更新。
■ EPM7128AとEPM7256Aの消費電力に関する情報を追加。
■ ISP機能をサポートしたMAX 7000Aデバイスの名称をMAX 7000AEデバイス

に変更。
■ 絶対最大定格の表中の電圧レベルを変更。

バージョン1.01での変更点

「MAX 7000Aプログラマブル・ロジック・デバイス・ファミリ」のデータシート、
バージョン1.01では下記の内容が以前のバージョンから変更、更新されています。

■ 特長のセクションで、EPM7128AとEPM7256Aがサポートしていない機能を
明確化。

■ 特長のセクションで、ピンまたは内部ロジックからドライブされる出力イネーブ
ル信号の本数を訂正。

■ イン・システム・プログラマビリティ（ISP）のセクションで、イン・システム・
プログラミング時におけるI/Oピンの状態と機能に関する説明を追加。

■ 図10の「44ピンデバイスには該当しない」の説明を削除。
■ 表８のGNDピンに関する情報を訂正。
■ 表８と表９に144ピンTQFPパッケージのピン配置情報を追加。
■ データシート内のテキスト、イラスト、スタイルなどの１部を変更。

更新履歴
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